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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 0 0 0 0 1 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
15 * 0 0 12 17 0 0 3 10 8 18 1 2 1 0
19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 5 7 3 5 1 0 2 2 5 3 2 0
29 * 2 5 6 10 7 10 2 0 4 4 2 2 3 0
30 * 0 1 1 6 0 0 0 0 2 2 0 2 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
36 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 3 1 0
50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 2 2 1 4 2 4 1 2 5 7 3 5 1 1
98 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
99 0 0 0 1 2 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
4 8 26 49 14 23 10 12 25 37 13 17 8 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 1 3 7 1 2 4 2 1 3 3 3 0 0
7 * 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0
9 0 0 1 3 7 2 2 1 0 2 2 1 2 4 1
14 0 1 2 1 2 0 0 5 0 0 0 0 1 0 0
15 * 2 8 2 5 0 0 3 1 4 5 2 1 1 0
16 * 1 2 2 3 0 2 0 0 3 3 2 1 1 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 2 4 4 7 1 1 1 0 3 3 1 1 3 1
26 * 0 1 4 4 1 3 3 0 0 0 1 1 0 0
33 0 0 1 0 1 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0
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0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 0 0 0 2
6 20 19 37 5 10 20 3 13 16 11 13 10 2

Team / Coach: 禿　正信 -
合　　　計 61

0 -
0 - -

-
-

0 - -
0 -

RATE 30.0%

-

-

51.4% 50.0%
200

0

川崎 義久 0 1
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0 14

今村 拓夢 15 29
壁谷 亮彦 9 20
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岡田 雄三 7 28
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西岡 伊織 7

服部 晃己 5
濵高 康明 8
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近畿大学
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200
RATE 50.0% 53.1% 60.9%

永田 祐弥 0
2

谷本 真琴 0 6

佐々木 隆成 13 36
榎本 一輝

1

和中 裕輔 0 9

梶井 涼矢 2 30
吉崎 綾汰 0 2

2
宮脇 良太 0 2
川田 稜介 10 38

25 32

イビス ニヨキゼラ 24 33

安野 洸平 0

中村 翔太 1 3

村野 優人 0 2
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.22
天理大学開始時間 17:40

会　　場 東淀川体育館

2016年度関西学生バスケットボールリーグ

天理大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト
勝ち点13 勝ち点6

試 合 ＮＯ 185

78 61

敗チーム

近畿大学

男子

戦評
【総括】今大会も終盤をむかえ、これまで安定した強さを誇る天理大学と、なかなか勝ちきれず、苦しい戦いが続いて
いる近畿大学との激しい戦いとなった。序盤はお互いを探り合うようなスローペースで試合が進む。しかし後半に入
ると、試合にも激しさが増し、お互いに逆転に逆転を重ねる好ゲームとなったが、終盤に連続得点を挙げ相手を一
気に突き放すことに成功した天理大に軍配が上がった。

【第1ピリオド】天理大#29榎本の鮮やかなジャンプシュートでゲームが始まる。そこから天理大は#15イーヴィを中心に
ゴール下を支配し、オフェンスリバウンドからの得点などでペースを掴みかける。しかし近畿大は#16西岡の3Pシュー
トや相手チームの#15イーヴィに対してダブルチームを積極的に仕掛けるなどして、簡単に流れを渡さない。そのま
ま試合は若干のスローペースで進み、14-13の天理大リードで第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】開始早々、天理大がゾーンディフェンスを仕掛け勝負にでる。しかしたびたびファウルを犯してしまい、
逆転され、さらにバスケットカウントまで決められるなどして、逆に流れを持っていかれる苦しい展開が続いた。近畿
大は相手の連続得点などで早めのタイムアウトを取る少し危ない場面はあったものの、そこからはしっかりと修正し
34-31の近畿大リードで前半を折り返した。

【第3ピリオド】前半に引き続き後半も激しいせめぎ合いとなった。両チーム順調に得点を重ねるなか、天理大は#24
佐々本のバスケットカウントで同点とし、さらに#29榎本の3Pシュートで逆転した所で近畿大がたまらずタイムアウトを
取った。タイムアウト明けからも天理大の勢いは止まらず、14-2のランを見せこれまで最大の9点差とする。しかしそこ
から天理大のディフェンスに緩みが出始め、逆に連続得点を与えてしまうなどもったいないシーンが見られた。点差
はほとんどなくなり53-52の天理大リードで第3ピリオド終了。

【第4ピリオド】近畿大が#9濱高の速いドライブからの得点で逆転に成功したところからゲームが始まる。そこからはお
互いにリードを奪い合う激しい戦いが繰り広げられた。しかし天理大が相手のファウルから得た流れを掴むと、そのま
ま一気に点差を2桁まで伸ばし試合を決めにかかる。その後も近畿大はなかなか点差を縮めることが出来ず、時間
だけが過ぎそのまま天理大が逃げ切って78-61で勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

磯田　恒（大体大）戦評古後　宏和 副審 高岡　雄太


